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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、強度、耐
摩耗性、硬度、低吸水性、審美性、機能性等に優れる人
工歯を、熟練を要せずに短時間に製造する方法を提供す
る。
【解決手段】(a)光透過性の底面を有する造形容器に、
液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を入れ、造形容器内の
歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性の底
面を透して、歯に関する三次元CADデーターに基づく一
層ごとのスライスデーターに従って光を照射して一層分
の硬化樹脂層を形成し、(b)前記(a)で形成した硬化樹脂
層を一層分だけ上昇させて該硬化樹脂層の下面と造形容
器の底面との間に歯科用光硬化性樹脂組成物を流入させ
、該歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性
の底面を透して光を照射して一層分の硬化樹脂層を更に
形成し、(c)人工歯が得られるまで前記(b)の操作を繰り
返す人工歯の製造方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）光透過性の底面を有する造形容器に、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、充填剤
（Ｂ）および光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）を含有する液状の歯科用光硬化性樹脂組
成物を収容し、造形容器内の歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性の底面を
透して、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライスデーターに従って
所定の形状パターンで光を照射して、所定の形状パターンを有する一層分の硬化樹脂層を
形成し、（ｂ）前記（ａ）で形成した硬化樹脂層を一層分だけ上昇させて当該硬化樹脂層
の下面と造形容器の底面との間に液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を流入させ、硬化樹脂
層の下面と造形容器の底面との間の当該歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過
性の底面を透して、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライスデータ
ーに従って所定の形状パターンで光を照射して所定の形状パターンを有する一層分の硬化
樹脂層を更に形成し、（ｃ）目的とする人工歯が得られるまで前記（ｂ）の操作を繰り返
す、ことを特徴とする人工歯の製造方法。
【請求項２】
　歯に関する三次元ＣＡＤデーターが、コンピューター断層撮影装置（ＣＴ装置）、核磁
気共鳴画像装置（ＭＲＩ）、デジタルレントゲン装置（ＣＲ装置）または口腔内３Ｄスキ
ャナーを使用して得たデーターである請求項１に記載の人工歯の製造方法。
【請求項３】
　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物において、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の含有量
が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて３０～９５質量％および充填剤（Ｂ
）の含有量が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて５～７０質量％であり、
光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）の含有量がラジカル重合性有機化合物（Ａ）の質量に
基づいて０．０１～５質量％である、請求項１または２に記載の人工歯の製造方法。
【請求項４】
　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の少なくとも一
部として、有機ジイソシアネート化合物１モルとヒドロキシアルキル（メタ）アクリレー
ト２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ａ）；

　　Ｄ－{ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－Ｒ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ1)＝ＣＨ2}2　　　（Ａ－１ａ）

（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2はアルキレン基、Ｄは有機ジイソシアネート
化合物残基を示す。）
で表されるウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）、およびジエポキシ化
合物１モルと（メタ）アクリル酸２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ｂ
）；

　　Ｅ－{Ｃ(Ｈ)(ＯＨ)－ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ3)＝ＣＨ2}2　　　　（Ａ－１ｂ）

（式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基、Ｅはジエポキシ化合物残基を示す。）
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種を含有している
、請求項１～３のいずれか１項に記載の人工歯の製造方法。
【請求項５】
　ウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート
化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種の含有量が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の質
量に基づいて５～９５質量％である、請求項４に記載の人工歯の製造方法。
【請求項６】
　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）として、ウレタ
ン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート化合物（
Ａ－１ｂ）の少なくとも１種と共に、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）を更に含
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有する、請求項４または５に記載の人工歯の製造方法。
【請求項７】
　他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）の含有量が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ
）の質量に基づいて５～７０質量％である、請求項６に記載の人工歯の製造方法。
【請求項８】
　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）として
、有機ジオール化合物１モルと（メタ）アクリル酸２モルとのエステル反応により得られ
る下記の一般式（Ａ－２ａ）；

　　Ｇ－{Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ4)＝ＣＨ2}2　　　　　　　　（Ａ－２ａ)

（式中、Ｒ4は水素原子またはメチル基、Ｇは有機ジオール化合物残基を示す。）
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－２ａ）の少なくとも１種を含有する、請
求項６または７に記載の人工歯の製造方法。
【請求項９】
　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、充填剤（Ｂ）として、シリカ粉末、アルミナ粉末
、ジルコニア粉末、ガラス粉末および前記した粉末のカップリング剤処理物の少なくとも
１種を含有する、請求項１～８のいずれか１項に記載の人工歯の製造方法。
【請求項１０】
　点状に絞られた光線を造形容器の光透過性の底面を透して線状に移動させる線描方式で
液状の歯科用光硬化性樹脂組成物に照射して硬化樹脂層を形成させるか、或いは微小光シ
ャッターを複数配列して形成した面状描画マスクを通った光を造形容器の光透過性の底面
を透して液状の歯科用光硬化性樹脂組成物に面状に照射して硬化樹脂層を形成させる、請
求項１～９のいずれか１項に記載の人工歯の製造方法。
【請求項１１】
　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、充填剤（Ｂ）および光感受性ラジカル重合開始剤（
Ｃ）を含有する、請求項１～１０のいずれか１項に記載の人工歯の製造方法で用いるため
の液状の歯科用光硬化性樹脂組成物。
【請求項１２】
　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の少なくとも一部として、有機ジイソシアネート化合
物１モルとヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート２モルとの反応により得られる下記
の一般式（Ａ－１ａ）；

　　Ｄ－{ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－Ｒ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ1)＝ＣＨ2}2　　　（Ａ－１ａ）

（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2はアルキレン基、Ｄは有機ジイソシアネート
化合物残基を示す。）
で表されるウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）、およびジエポキシ化
合物１モルと（メタ）アクリル酸２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ｂ
）；

　　Ｅ－{Ｃ(Ｈ)(ＯＨ)－ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ3)＝ＣＨ2}2　　　　（Ａ－１ｂ）

（式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基、Ｅはジエポキシ化合物残基を示す。）
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種を含有する、請
求項１１に記載の液状の歯科用光硬化性樹脂組成物。
【請求項１３】
　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）が全てメタクリレート系化合物である請求項１１また
は１２に記載の液状の歯科用光硬化性樹脂組成物。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人工歯の製造方法およびそれに用いる人工歯用光硬化性樹脂組成物に関する
。より詳細には、本発明は、審美性、硬度、強度、機能性、フィット感などに優れる人工
歯を短い時間で簡単に且つ円滑に製造するための方法およびそれに用いる人工歯用光硬化
性樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　う蝕（虫歯）、外傷、歯周病などにより失った天然歯の代わりに、その機能を回復する
ために入れ歯や義歯などの人工歯が広く用いられている。人工歯としては、陶歯、レジン
歯、金属歯、陶と金属の複合歯、レジンと金属の複合歯などが挙げられる。
　前記した人工歯のうち、陶歯は、耐久性、耐汚れ性、硬度、機械的強度、審美性、機能
性などの点で優れており、本歯として用いられているが、ジルコニアなどのセラミック材
料をＣＮＣ装置（コンピューター数値制御工作機械）を使用して１本１本を切削して製造
するため、製造に手間および時間がかかり、高価である。
【０００３】
　一方、レジン歯には、本歯を入れるまでの短い間だけ用いる仮歯としてのレジン歯と、
本歯として用いるレジン歯がある。
　仮歯（仮歯用のレジン歯）は、本歯が出来上がるまでの間、飲食やその他の日常生活に
不便が生じないようにするために一時的に取り付ける人工歯であることから、歯の切削、
抜歯などの治療を行った後に速やかに口腔内に取り付ける必要がある。
【０００４】
　従来から広く採用されている仮歯の製造方法として、歯形取りをした後に石膏を流し込
んで模型を作成し、この模型の上で咬合器に付ける。次いで、模型の上で金属のフレーム
やバネなどで固定し、歯のないところに人工歯を蝋の歯肉の上に並べる。この状態で患者
の口腔内にいれて人工歯のチェックし、ずれや歪みを確認し仕上げる方法が挙げられる。
または、歯形取りの後、シリコーン型を作製し、当該シリコーン型に硬化性樹脂を注入し
て硬化させて仮歯を製造する方法が挙げられる。この方法は、患者に合った仮歯を製造で
きるという利点があるが、製造に手間と時間がかかり、場合によっては数時間以上かかる
こともあるため、仮歯の装着までに患者は長時間待つ必要がある。
【０００５】
　また、仮歯の別の製造方法として、予め複数の樹脂製の仮歯を歯科医院でストックして
おき、そこから患者に適したものを選び出し、それを患者に合うように歯科医自身や歯科
技工士が部分的に切削加工する方法がある。この方法による場合は、比較的短時間で仮歯
を製造することができるが、歯科医や歯科技工士の熟練度に負うところが大きく、歯科医
や歯科技工士の技術が未熟であると、患者に合った仮歯が得られにくい。
　さらに、仮歯用の樹脂塊を歯科医自身や歯科技工士が最初から切削加工して個々の患者
用の仮歯を作製する方法も知られている。この方法による場合は、歯科医や歯科技工士が
熟練していてしかも作製する仮歯の本数が１本などと少ないときには、患者に合った仮歯
を比較的短時間に作製することができるが、歯科医や歯科技工士が熟練していない場合に
は、１本の仮歯であっても作製に時間がかかったり、また作製した仮歯が患者に合わない
という問題が生じ易い。しかも、作製する仮歯の本数が多い場合には、熟練した歯科医師
や歯科技工士であっても作製に長い時間が必要である。
【０００６】
　天然歯のう蝕（虫歯）や破折などの充填または修復用、人工の歯冠と天然歯の接着用、
人工歯冠用、人工歯用または義歯床用に、ラジカル重合性有機化合物を主体とする硬化性
樹脂組成物が実用化されている。特に、ラジカル重合性有機化合物をレジンマトリックス
とし、それに充填剤および光感受性ラジカル重合開始剤を配合したコンポジットと称され
る歯科用光硬化性樹脂組成物は、短時間の光照射で硬化が可能で操作性が良いことから、
近年広く用いられている(特許文献１、２などを参照）。その際に、充填用コンポジット
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レジン、歯冠用硬質レジン、人工歯用のベース成分としては、ウレタン系ジメタクリレー
トや２，２－ビス〔４－（３－（メタ）アクリロイルオキシ）－２－ヒドロキシプロポキ
シフェニル〕プロパンなどのラジカル重合性有機化合物が広く用いられている（非特許文
献１および２）。
【０００７】
　一方、造形容器に入れた光硬化性液状組成物の表面に上方から光を選択的に照射して硬
化樹脂層を順次形成する積層操作を繰り返して、歯科医学生などが歯の根管治療を実習す
る際に用いる歯牙模型を光学的に立体造形する方法が提案されている（特許文献３）。
　さらに、コンピューター断層撮影装置（ＣＴ装置）、核磁気共鳴画像装置（ＭＲＩ）、
デジタルレントゲン装置（ＣＲ装置）などにより得られる三次元の歯科印象データに基づ
いて歯科印象モデルを作製する方法が提案されている（特許文献４および５）。
　また、近年、口腔内スキャナーを使用して患者の口内の歯形の三次元データーを取得し
、それにより得られた三次元データーに基づいて、歯の治療や人工歯の作製などを行なわ
れるようになっている。
【０００８】
　しかし、本発明者らが、人工歯の製造に広く用いられている、ラジカル重合性有機化合
物、充填剤および光感受性ラジカル重合開始剤を含有する歯科用光硬化性樹脂組成物を用
いて、特許文献３～５などに記載されている方法、特に造形容器内に入れた光硬化性樹脂
組成物の表面に上方から光を照射して積層造形を行う特許文献３に記載されている光学的
立体造形方法を利用して人工歯の製造を試みたところ、歯科用光硬化性樹脂組成物が十分
に光硬化せず、硬度、力学的特性、審美性などに優れる人工歯を１時間未満の短い時間で
円滑に製造することができなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許３４１９４８８号公報
【特許文献２】特開平５－１９４１３５号公報
【特許文献３】特開２０１１－８５６１４号公報
【特許文献４】米国特許出願公開２００８／０３０６７０９号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開２００９／０２２０９１６号明細書
【特許文献６】実公平４－５２０４２号公報
【特許文献７】米国特許出願公開２００２／０１５５１８９号明細書
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】「歯科材料・機械」，１９８８年，Ｖｏｌ.７，Ｎｏ.５，ｐ.７１５－
７１８
【非特許文献２】「生産と技術」，２０１３年，第６５巻，第３号，ｐ.５４－５９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、ラジカル重合性有機化合物、充填剤および光感受性ラジカル重合開始
剤を含有する歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、人工歯に求められる強度、耐摩耗性、
硬度、低吸水性などの諸特性を備え、しかも審美性および機能性などにも優れる人工歯を
、短い時間、特に１時間未満の短い時間で、円滑に且つ簡単に製造することのできる方法
を提供することである。
　さらに、本発明の目的は、歯科医師や歯科技工士などの熟練の度合にあまり左右されず
に、人工歯に求められる強度、耐摩耗性、硬度、低吸水性などの諸特性を備え且つ審美性
および機能性などにも優れる人工歯を、前記した歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、短
時間で簡単に製造することのできる方法を提供することである。
　また、本発明の目的は、前記した方法で使用するための歯科用光硬化性樹脂組成物を提
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供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的を達成すべく本発明者らは鋭意検討を重ねてきた。その結果、ラジカル重合
性有機化合物、充填剤および光感受性ラジカル重合開始剤を含有する液状の歯科用光硬化
性樹脂組成物を用いて光学的立体造形方法を採用して人工歯を製造するに当たって、歯科
用光硬化性樹脂組成物を収容する造形容器として光透過性の底面を有する造形容器を使用
してそれに当該歯科用光硬化性樹脂組成物を収容し、造形容器の光透過性の底面を透して
、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライスデーターに従って所定の
形状パターンで光を照射して硬化樹脂層を形成し、次いで当該硬化樹脂層を一層分だけ上
昇させ、当該硬化樹脂層の下面と造形容器の底面との間に形成された間隙に液状の歯科用
光硬化性樹脂組成物を流入させ、硬化樹脂層の下面と造形容器の底面との間の歯科用光硬
化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性の底面を透して、歯に関する三次元ＣＡＤデータ
ーに基づく一層ごとのスライスデーターに従って所定の形状パターンで光を照射して所定
の形状パターンを有する一層分の硬化樹脂層を更に形成するという積層操作を繰り返す造
形方法を採用すると、目的とする人工歯を、従来よりも極めて短い時間で簡単に製造する
ことができ、例えば、１本の人工歯を製造する場合は通常３０分未満の光造形時間で、ま
た例えば３本の人工歯を同時に製造する場合であっても４０分未満の光造形時間で製造で
きることを見出した。
　しかも、当該方法による場合は、熟練の度合に左右されることなく、人工歯に求められ
る強度、耐摩耗性、硬度、低吸水性などの諸特性を備え且つ審美性および機能性などにも
優れる人工歯を簡単に製造できることを見出し、それらの知見に基づいて本発明を完成し
た。
【００１３】
　すなわち、本発明は、
（１）　（ａ）光透過性の底面を有する造形容器に、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、
充填剤（Ｂ）および光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）を含有する液状の歯科用光硬化性
樹脂組成物を収容し、造形容器内の歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性の
底面を透して、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライスデーターに
従って所定の形状パターンで光を照射して、所定の形状パターンを有する一層分の硬化樹
脂層を形成し、（ｂ）前記（ａ）で形成した硬化樹脂層を一層分だけ上昇させて当該硬化
樹脂層の下面と造形容器の底面との間に液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を流入させ、硬
化樹脂層の下面と造形容器の底面との間の当該歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の
光透過性の底面を透して、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライス
データーに従って所定の形状パターンで光を照射して所定の形状パターンを有する一層分
の硬化樹脂層を更に形成し、（ｃ）目的とする人工歯が得られるまで前記（ｂ）の操作を
繰り返す、ことを特徴とする人工歯の製造方法である。
【００１４】
　そして、本発明は、
（２）　歯に関する三次元ＣＡＤデーターが、コンピューター断層撮影装置（ＣＴ装置）
、核磁気共鳴画像装置（ＭＲＩ）、デジタルレントゲン装置（ＣＲ装置）または口腔内３
Ｄスキャナーを使用して得たデーターである前記（１）の人工歯の製造方法である。
　また、本発明は、
（３）　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物において、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の
含有量が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて３０～９５質量％および充填
剤（Ｂ）の含有量が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて５～７０質量％で
あり、光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）の含有量がラジカル重合性有機化合物（Ａ）の
質量に基づいて０．０１～５質量％である、前記（１）または（２）の人工歯の製造方法
である。
【００１５】
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　さらに、本発明は、
（５）　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の少なく
とも一部として、有機ジイソシアネート化合物１モルとヒドロキシアルキル（メタ）アク
リレート２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ａ）；

　　Ｄ－{ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－Ｒ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ1)＝ＣＨ2}2　　　（Ａ－１ａ）

（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2はアルキレン基、Ｄは有機ジイソシアネート
化合物残基を示す。）
で表されるウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）、およびジエポキシ化
合物１モルと（メタ）アクリル酸２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ｂ
）；

　　Ｅ－{Ｃ(Ｈ)(ＯＨ)－ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ3)＝ＣＨ2}2　　　　（Ａ－１ｂ）

（式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基、Ｅはジエポキシ化合物残基を示す。）
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種を含有している
、前記（１）～（３）のいずれかの人工歯の製造方法；および、
（５）　ウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリ
レート化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種の含有量が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ
）の質量に基づいて５～９５質量％である、前記（４）の人工歯の製造方法；
である。
【００１６】
　そして、本発明は、
（６）　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）として、
ウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート化
合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種と共に、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）を
更に含有する、前記（４）または（５）の人工歯の製造方法；
（７）　他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）の含有量が、ラジカル重合性有機化合
物（Ａ）の質量に基づいて５～７０質量％である、請求項６に記載の人工歯の製造方法；
および、
（８）　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）
として、有機ジオール化合物１モルと（メタ）アクリル酸２モルとのエステル反応により
得られる下記の一般式（Ａ－２ａ）；

　　Ｇ－{Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ4)＝ＣＨ2}2　　　　　　　　(Ａ－２ａ)

（式中、Ｒ4は水素原子またはメチル基、Ｇは有機ジオール化合物残基を示す。）
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－２ａ）の少なくとも１種を含有する、前
記した（６）または（７）の人工歯の製造方法；
である。
【００１７】
　また、本発明は、
（９）　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、充填剤（Ｂ）として、シリカ粉末、アルミ
ナ粉末、ジルコニア粉末、ガラス粉末および前記した粉末のカップリング剤処理物の少な
くとも１種を含有する、前記（１）～（８）のいずれかの人工歯の製造方法；および、
（１０）　点状に絞られた光線を造形容器の光透過性の底面を透して線状に移動させる線
描方式で液状の歯科用光硬化性樹脂組成物に照射して硬化樹脂層を形成させるか、或いは
微小光シャッターを複数配列して形成した面状描画マスクを通った光を造形容器の光透過
性の底面を透して液状の歯科用光硬化性樹脂組成物に面状に照射して硬化樹脂層を形成さ
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せる、前記（１）～（９）のいずれかの人工歯の製造方法；
である。
【００１８】
　さらに、本発明は、
（１１）　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、充填剤（Ｂ）および光感受性ラジカル重合
開始剤（Ｃ）を含有する、前記（１）～（１０）のいずれかの人工歯の製造方法で用いる
ための液状の歯科用光硬化性樹脂組成物；
（１２）　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の少なくとも一部として、有機ジイソシアネ
ート化合物１モルとヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート２モルとの反応により得ら
れる下記の一般式（Ａ－１ａ）；

　　Ｄ－{ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－Ｒ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ1)＝ＣＨ2}2　　　（Ａ－１ａ）

（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2はアルキレン基、Ｄは有機ジイソシアネート
化合物残基を示す。）
で表されるウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）、およびジエポキシ化
合物１モルと（メタ）アクリル酸２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ｂ
）；

　　Ｅ－{Ｃ(Ｈ)(ＯＨ)－ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ3)＝ＣＨ2}2　　　（Ａ－１ｂ）

（式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基、Ｅはジエポキシ化合物残基を示す。）
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種を含有する、前
記した（１１）の液状の歯科用光硬化性樹脂組成物；および、
（１３）　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）が全てメタクリレート系化合物である前記（
１１）または（１２）の液状の歯科用光硬化性樹脂組成物；
である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明により、ラジカル重合性有機化合物、充填剤および光感受性ラジカル重合開始剤
を含有する液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、人工歯に求められる強度、耐摩耗
性、硬度、低吸水性などの諸特性を備え、しかも審美性および機能性などにも優れる人工
歯を、短い時間、特に１時間未満の短い時間で、円滑に且つ簡単に製造することができる
。
　本発明による場合は、歯科医師や歯科技工士などの熟練の度合にあまり左右されずに、
人工歯に求められる強度、耐摩耗性、硬度、低吸水性などの諸特性を備え且つ審美性およ
び機能性などにも優れる人工歯を、前記した歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、短時間
で簡単に製造することができる。
　さらに、本発明による場合は、光硬化性樹脂組成物の上部表面から光を照射して立体造
形物を製造する際に通常用いられていた波長３００～３７０ｎｍの紫外線レーザー光を発
射する高価な光源を使用せずに、波長が３８０～４５０ｎｍの光（可視光領域の光）を発
射する安価な光源を使用した場合にも、審美性、硬度、強度、機能性、フィット感などに
優れる人工歯を極めて短い時間で円滑に製造することができるので、本発明は、簡便性、
経済性、光造形装置の保守性などの点でも優れている。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、実施例１で得られた、サポート部を切り離す前の仮歯（サポート部を有
する仮歯）を撮影した写真である。
【図２】図２は、実施例１で得られたサポート部を有する仮歯からサポート部を切り離し
、アルコール洗浄した後、表面を研磨して艶出して得られた仮歯を撮影した写真である。
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【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に本発明について詳細に説明する。
　本発明では、人工歯を製造するための材料として、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、
充填剤（Ｂ）および光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）を含有する液状の歯科用光硬化性
樹脂組成物を用いる。
　当該歯科用光硬化性樹脂組成物におけるラジカル重合性有機化合物（Ａ）としては、歯
科用材料において使用可能なラジカル重合性有機化合物であればいずれも使用することが
でき、１分子中にアクリル基および／またはメタクリル基を１個または２個以上有する（
メタ）アクリル系化合物が入手性、反応性の点から好ましく用いられる。
【００２２】
　そのうちでも、本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物では、ラジカル重合性有機化
合物（Ａ）の少なくとも一部として、有機ジイソシアネート化合物１モルとヒドロキシア
ルキル（メタ）アクリレート２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ａ）；

　　Ｄ－{ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－Ｒ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ1)＝ＣＨ2}2　　　（Ａ－１ａ）

［式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2はアルキレン基、Ｄは有機ジイソシアネート
化合物残基（有機ジイソシアネート化合物から２つのイソシアネート基を除いた後の基）
を示す。］
で表されるウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）、およびジエポキシ化
合物１モルと（メタ）アクリル酸２モルとの反応により得られる下記の一般式（Ａ－１ｂ
）；

　　Ｅ－{Ｃ(Ｈ)(ＯＨ)－ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ3)＝ＣＨ2}2　　　（Ａ－１ｂ）

［式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基、Ｅはジエポキシ化合物残基（ジエポキシ化合物
から２つのエポキシ基を除いた後の基）示す。］
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種を含有している
ことが、人体への適合性、入手容易性、機械的物性などの点から好ましい。
【００２３】
　上記の一般式（Ａ－１ａ）において、有機ジイソシアネート化合物残基Ｄは、芳香族ジ
イソシアネート化合物残基、脂肪族ジイソシアネート化合物残基、脂環族ジイソシアネー
ト化合物残基のいずれでもよい。
　ウレタン系ジ（メタ）アクリレート系化合物（Ａ－１ａ）としては、限定されるもので
ないが、例えば、ヘキサメチレンジイソシアネート、２，２，４－トリメチルヘキサメチ
レンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、水素添加ジフェニルメタンジイソ
シアネート、水素添加ｍ－キシリレンジイソシアネート、水素添加トルエンジイソシアネ
ートなどの脂肪族ジイソシアネート化合物、ジフェニルメタンジイソシアネート、トルエ
ンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネートなどの芳香族ジイソシアネートのうち
の１種または２種以上からなる有機ジイソシアネート化合物１モルに対して、ヒドロキシ
エチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、ヒドロキシブ
チル（メタ）アクリレート、ヒドロキシペンチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシヘキ
シル（メタ）アクリレートなどの（メタ）アクリル酸の炭素数が２～６のヒドロキシアル
キルエステル［炭素数２～６のアルキレンジオール１モルに（メタ）アクリル酸１モルを
反応させて得られる（メタ）アクリル酸エステル］２モルを反応させて得られるウレタン
ジ（メタ）アクリレートなどを挙げることができる。
【００２４】
　より具体的には、例えば、２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート１
モルに対してヒドロキシエチル（メタ）アクリレート２モルを反応させて得られるウレタ
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ンジ（メタ）アクリレート、イソホロンジイソシアネート１モルにヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート２モルを反応させて得られるウレタンジ（メタ）アクリレート、水添ジ
フェニルメタンジイソシアネート１モルにヒドロキシエチル（メタ）アクリレート２モル
を反応させて得られるウレタンジ（メタ）アクリレート、２，２，４－トリメチルヘキサ
メチレンジイソシアネート１モルにヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート２モルを反
応させて得られるウレタンジ（メタ）アクリレート、イソホロンジイソシアネート１モル
にヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート２モルを反応させて得られるウレタンジ（メ
タ）アクリレート、２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート１モルにヒ
ドロキシエチル（メタ）アクリレート２モルを反応させて得られるウレタンジ（メタ）ア
クリレート、ジフェニルメタンジイソシアネート１モルにヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート２モルを反応させて得られるウレタンジ（メタ）アクリレート、ジフェニルメタ
ンジイソシアネート１モルにヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート２モルを反応させ
て得られるウレタンジ（メタ）アクリレートなど、トルエンジイソシアネート１モルにヒ
ドロキシエチル（メタ）アクリレート２モルを反応させて得られるウレタンジ（メタ）ア
クリレート、トルエンジイソシアネート１モルにヒドロキシプロピル（メタ）アクリレー
ト２モルを反応させて得られるウレタンジ（メタ）アクリレートなどを挙げることができ
、これらの１種または２種以上を用いることができる。
　そのうちでも、ウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）としては、２，
２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート１モルに対してヒドロキシエチルメ
タクリレート２モルを反応させて得られるウレタンジメタクリレート、所謂ＵＤＭＡが、
入手性、機械的物性、人体への適合性の点から好ましく用いられる。
【００２５】
　上記の一般式（Ａ－１ｂ）において、ジエポキシ化合物残基Ｅは、芳香族ジエポキシ化
合物残基、脂肪族ジエポキシ化合物残基、脂環族ジエポキシ化合物残基のいずれでもよい
。
　ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）としては、芳香族ジエポキシ化合物、脂環
族ジエポキシ化合物および脂肪族ジエポキシ化合物のうちの１種または２種以上からなる
ジエポキシ化合物１モルに対して（メタ）アクリル酸２モルを反応させて得られるジ（メ
タ）アクリレート化合物を挙げることができ、芳香族ジエポキシ化合物１モルに（メタ）
アクリル酸２モルを反応させて得られるジ（メタ）アクリレート化合物が入手性、機械的
物性、人体への適合性の点から好ましく用いられる。
　具体例としては、ビスフェノールＡやビスフェノールＦなどのビスフェノール系化合物
のジグリシジルエーテル１モルに（メタ）アクリル酸２モルを反応させて得られるジ（メ
タ）アクリレート化合物、ビスフェノールＡやビスフェノールＦなどのビスフェノール系
化合物のアルキレンオキサイド付加物にエピクロルヒドリンなどのエポキシ化剤を反応さ
せて得られるジグリシジルエーテル１モルに（メタ）アクリル酸２モルを反応させて得ら
れるジ（メタ）アクリレート化合物、ノボラック型のジエポキシ化合物１モルに（メタ）
アクリル酸２モルを反応させて得られるジ（メタ）アクリレート化合物などを挙げること
ができ、これらの１種または２種以上を用いることができる。
　そのうちでも、エポキシ系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）としては、ビス
フェノールＡ化合物にエピクロルヒドリンを反応させて得られるジグリシジルエーテル１
モルにメタアクリル酸２モルを反応させて得られるジメタクリレート化合物、所謂Ｂｉｓ
ＧＭＡが、入手性、機械的物性、人体への適合性の点から好ましく用いられる。
【００２６】
　本発明で用いる液状の歯科用光硬化性樹脂組成物は、ウレタン系ジ（メタ）アクリレー
ト化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）のいずれか一方
を含有してもよいし、または両方を含有していてもよい。
【００２７】
　本発明で用いる液状の歯科用光硬化性樹脂組成物は、ウレタン系ジ（メタ）アクリレー
ト化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）のうちの少なく
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とも１種と共に、必要に応じて、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）を含有するこ
とができる。
　ウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート
化合物（Ａ－１ｂ）のうちの少なくとも１種と共に、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ
－２）を含有させることによって、歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度を光造形に適したも
のに調整することができる。
【００２８】
　他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）としては、光造形用樹脂組成物において従来
から用いられているラジカル重合性有機化合物のいずれもが使用でき、代表例としては、
１分子中に少なくとも１個の（メタ）アクリル基を有する化合物が好ましく用いられ、具
体例としては、アルコール類の（メタ）アクリル酸エステル、ポリエステル（メタ）アク
リレート、ポリエーテル（メタ）アクリレートなどを挙げることができる。
【００２９】
　前記したアルコール類の（メタ）アクリル酸エステルとしては、分子中に少なくとも１
個の水酸基をもつ芳香族基含有アルコール、脂肪族アルコール、脂環族アルコール、前記
したあるイコール類のアルキレンオキサイド付加体と、（メタ）アクリル酸との反応によ
り得られる（メタ）アクリル酸エステルを挙げることができる、それらの１種または２種
以上を用いることができる。
　より具体的には、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）としては、例えば、２－エ
チルヘキシル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－
ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル
（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（
メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレー
ト、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メ
タ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエ
チレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテト
ラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートやその他
のジペンタエリスリトールポリ（メタ）アクリレート、前記したジオール、トリオール、
テトラオール、ヘキサオールなどの多価アルコールのアルキレンオキシド付加物の（メタ
）アクリレート、エチレンオキシド変性ビスフェノールＡジアクリレート、プロピレンオ
キシド変性ビスフェノールＡジアクリレートなどを挙げることができる。
【００３０】
　そのうちでも、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）としては、２価アルコールや
３価以上の多価アルコールと（メタ）アクリル酸との反応により得られる１分子中に２個
以上の（メタ）アクリル基を有する（メタ）アクリレートが入手性、反応性の点から好ま
しく用いられ、特に、下記の一般式（Ａ－２ａ）；

　　Ｇ－{Ｏ－ＣＯ－Ｃ(Ｒ4)＝ＣＨ2}2　　　　　　　　(Ａ－２ａ)

［式中、Ｒ4は水素原子またはメチル基、Ｇは有機ジオール化合物残基（有機ジオール化
合物から２つの水酸基を除いた後の残基）を示す。］
で表されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－２ａ）の少なくとも１種が好ましく用い
られる。
【００３１】
　上記の一般式（Ａ－２ａ）において、有機ジオール化合物残基Ｇは、芳香族ジオール化
合物残基、脂肪族ジオール化合物残基、脂環族ジオール化合物残基のいずれでもよく、脂
肪族ジオール化合物残基であることが、入手性、粘度、反応性の点から好ましい。
　ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－２ａ）の具体例として、例えば、ジエチレングリ
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コールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テト
ラエチレングリコールジ（メタ）アクリレートなどのモノまたはオリゴエチレングレコー
ルのジ（メタ）アクリレート；テトラメチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ペン
タメチレンジ（メタ）アクリレート、ヘキサメチレングリコールジ（メタ）アクリレート
などのアルキレンジオールのジ（メタ）アクリレートなどを挙げることができる。
【００３２】
　また、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）として用い得る上記したポリエステル
（メタ）アクリレートとしては、水酸基含有ポリエステルと（メタ）アクリル酸との反応
により得られるポリエステル（メタ）アクリレートを挙げることができる。
　また、上記したポリエーテル（メタ）アクリレートとしては、水酸基含有ポリエーテル
と（メタ）アクリル酸との反応により得られるポリエーテル (メタ）アクリレートを挙げ
ることができる。
【００３３】
　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）が（メタ）アクリル基を有する化合物である場合は、
生体への適合性の点から、アクリル基よりもメタクリル基を有する化合物であることが好
ましい。
【００３４】
　本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物における充填剤（Ｂ）としては、無機充填剤
および有機充填剤の１種または２種以上を使用することができる。
　無機充填剤としては、例えば、周期律第Ｉ、II、III、IV族、遷移金属またはこれらの
酸化物、塩化物、亜硫酸塩、炭酸塩、リン酸塩、ケイ酸、或いはこれらの混合物を挙げる
ことができる。
　より具体的には、例えば、二酸化ケイ素（シリカ）粉末、酸化アルミニウム粉末（アル
ミナ粉末）、ジルコニア粉末、ランタンガラス粉末、バリウムガラス粉末、ストロンチウ
ムガラス粉末などのガラス粉末、石英粉末、硫酸バリウム粉末、酸化チタン粉末、ガラス
ビーズ、ガラス繊維、フッ化バリウム粉末、鉛塩粉末、タルクを含有するガラスフィラー
、シリカゲル粉末、コロイダルシリカ、ジルコニウム酸化物粉末、スズ酸化物粉末、炭素
繊維、その他セラミックス粉末などを挙げることができる。
　有機物充填剤としては、ポリマー粒子が用いられ、具体例としては、ポリメチルメタア
クリレート粒子、架橋型ポリメチルメタアクリレート粒子、エチレン－酢酸ビニル共重合
体粒子、スチレン－ブタジエン共重合体粒子、アクリロニトリル－スチレン共重合体粒子
、ＡＢＳ樹脂（アクリロニトリル－スチレン－ブタジエン共重合体樹脂）粒子などを挙げ
ることができる。
　本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物は、充填剤（Ｂ）として、上記した充填剤の
１種または２種以上を含有することができる。
　充填剤（Ｂ）としては、上記した充填剤のうちでも無機充填剤が硬化物(人工歯)の機械
的物性の向上、組成物の粘度を著しく増加させないなどの点から好ましく用いられ、特に
シリカ粉末、アルミナ粉末、ジルコニア粉末およびガラス粉末のうちの１種または２種以
上が硬化物(人工歯)の機械的物性、審美性の点からより好ましく用いられる。
【００３５】
　充填剤（Ｂ）の平均粒子径は、積層造形での制限から積層造形ピッチより小さいことが
必要であり、一般的には、０．０１～５０μｍが好ましく、０．０１～２５μｍがより好
ましく、０．０１～１０μｍが更に好ましく、０．１～５μｍが特に好ましい。
　充填剤（Ｂ）の形状としては、球状であることが歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度を低
く抑えることが可能な点から好ましく、真球により近いことがより好ましい。
【００３６】
　充填剤（Ｂ）は、人工歯の機械的物性を向上させる点から、シランカップリング剤で表
面処理されていることが好ましい。その際のシランカップリング剤としては、（メタ）ア
クリル基、エポキシ基、ビニル基、アミノ基、メルカプト基などの反応性官能基を有する
シランカップリング剤を挙げることができ、これらの１種または２種以上を用いることが
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できる。何ら限定されるものではないが、本発明で用い得るシランカップリング剤処理さ
れた充填剤の具体例としては、例えば、真球状シリカ粉末、真球状アルミナ粉末（アドマ
テックス社製のアドマファインなど）をメタクリルシランで処理したもの、球状ガラス粉
末（Ｐｏｔｔｅｒｓ社製「Ｓｐｈｅｒｉｇｌａｓｓ」など）やジルコニアビーズ（ニイミ
産業製など）をメタクリルシランで処理したものなどを挙げることができる。
【００３７】
　本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物における光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）
としては、光を照射したときにラジカル重合性有機化合物（Ａ）のラジカル重合を開始さ
せ得る重合開始剤のいずれもが使用できる。
　限定されるものではないが、本発明で用い得る光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）の具
体例としては、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾイ
ンフェニルエーテルなどのベンゾインエーテル化合物；アセトフェノン、２，２－ジメト
キシアセトフェノン、１，１－ジクロロアセトフェノンなどのアセトフェノン化合物；ベ
ンジルジメチルケタール、ベンジルジエチルケタールなどのベンジルケタール化合物；２
－メチルアントラキノン、２－エチルアイルアントラキノン、２－ターシャリーブチルア
ントラキノン、１－クロロアントラキノン、２－アミルアントラキノンなどのアントラキ
ノン化合物；トリフェニルホスフィンなどのフォスフィン化合物；２，４，６－トリメチ
ルベンゾイル－ジフェニル－ホスフィンオキシド（Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ）などのベン
ゾイルホスフィンオキシド化合物；ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニ
ルホスフィンオキシド（Ｉｒｇａｃｕｒｅ　８１９）などのビスアシルホスフィンオキシ
ド化合物；ベンゾフェノン、４，４’－ビス（Ｎ，Ｎ’－ジメチルアミノ）ベンゾフェノ
ンなどのベンゾフェノン化合物；チオキサントンやキサントン；アクリジン派生物；フェ
ナジン派生物；キノキサリン派生物；１－フェニル－１，２－プロパンジオン・２－Ｏ－
ベンゾイルオキシム；４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル－（２－プロピル）ケト
ン（Ｉｒｇａｃｕｒｅ　２９５９）；１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２
－ヒドロキシイソプロピルフェニルケトン、フェニル１－ヒドロキシイソプロピルケトン
、４－イソプロピルフェニル１－ヒドロキシイソプロピルケトンなどの１－アミノフェニ
ルケトン類または１－ヒドロキシフェニルケトン類などを挙げることができる。
　上記したうちでも、本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物が、紫外光、近紫外光、
短波長の可視光の下で良好に光硬化するという点から、光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ
）としては、２，４，６－トリメチルベンゾイ－ジフェニルホスフィンオキシド（Ｌｕｃ
ｉｒｉｎ　ＴＰＯ）などのベンゾイルホスフィンオキシドや、ビスアシルホスフィンオキ
シド（Ｉｒｇａｃｕｒｅ　８１９）などが好ましく用いられる。
【００３８】
　本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物では、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の含
有量が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて３０～９５質量％および充填剤
（Ｂ）の含有量が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて５～７０質量％であ
り、光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）の含有量がラジカル重合性有機化合物（Ａ）の質
量に基づいて０．０１～５質量％であることが好ましく、ラジカル重合性有機化合物（Ａ
）の含有量が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて３５～９０質量％および
充填剤（Ｂ）の含有量が当該歯科用光硬化性樹脂組成物の全質量に基づいて１０～６５質
量％であり、光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）の含有量がラジカル重合性有機化合物（
Ａ）の質量に基づいて０．０２～３質量％であることがより好ましい。
　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、充填剤（Ｂ）および光感受性ラジカル重合開始剤（
Ｃ）の含有量が前記範囲であることによって、人工歯を製造する際の歯科用光硬化性樹脂
組成物の粘度、光硬化感度が良好になり、光造形して得られる人工歯の強度、耐摩耗性、
硬度、低吸水性、審美性、機能性などが良好になり、しかも機械的物性が良好になる。
【００３９】
　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の含有量が前記した範囲よりも少ないと歯科用光硬化
性樹脂組成物が高粘度になり易く、一方前記した範囲よりも多いと硬化物（人工歯）の機
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械的物性の低下、耐摩耗性が低下し易い。また、充填剤（Ｂ）の含有量が前記した範囲よ
りも少ないと、光造形して得られる人工歯の強度、耐摩耗性、硬度、審美性などが低下し
易く、一方多すぎると歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度が極めて高くなり光造形性を著し
く低下させると共に、光造形して得られる人工歯の靭性（耐久性）などが低下し易い。ま
た、光感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）の含有量が前記した範囲よりも少ないと、十分な
光硬化が行われにくくなり、一方前記した範囲よりも多いと光造形して得られる人工歯の
機械的物性の低下に繋がる。
【００４０】
　また、本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）
として、ウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリ
レート化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種を含有している場合は、ウレタン系ジ（メタ
）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ｂ）の
少なくとも１種の含有量（両方を含有する場合は合計含有量）が、ラジカル重合性有機化
合物（Ａ）の質量に基づいて５～９５質量％であることが好ましく、２０～８０質量％で
あることがより好ましく、３０～７０質量％であることが更に好ましい。
　ウレタン系ジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－１ａ）およびジ（メタ）アクリレート
化合物（Ａ－１ｂ）の少なくとも１種の含有量が前記した範囲であることによって、光造
形して得られる人工歯の機械的物性の優れた効果が得られる。
【００４１】
　また、本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物がラジカル重合性有機化合物（Ａ）の
一部として、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）を更に含有する場合は、他のラジ
カル重合性有機化合物（Ａ－２）の含有量が、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の質量に
基づいて５～９５質量％であることが好ましく、２０～８０質量％であることがより好ま
しく、３０～７０質量％であることが更に好ましい。
　他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）の含有量が前記した範囲であることによって
、人工歯用光硬化性樹脂組成物の低粘度化と共に反応性の向上という効果が得られる。
　特に、他のラジカル重合性有機化合物（Ａ－２）が、下記した一般式（Ａ－２ａ）で表
されるジ（メタ）アクリレート化合物（Ａ－２ａ）である場合は、ジ（メタ）アクリレー
ト化合物（Ａ－２ａ）をラジカル重合性有機化合物（Ａ）の質量に基づいて１０～９０質
量％、更には２０～７０質量％、特に３０～７０質量％の割合で含有することによって、
歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度が光造形に適したものとなり、しかも高反応性となる。
【００４２】
　本発明の方法で製造した人工歯を装着した患者が治療を受けたときに、その装着状態や
人工歯の形状や様子などがＸ線写真で明瞭に確認できるようにするために、本発明で用い
る歯科用光硬化性樹脂組成物は、Ｘ線造影性を有する元素として、バリウム、ストロンチ
ウム、ジルコニウム、ビスマス、タングステン、ゲルマニウム、モリブデン、ランタニド
などのＸ線造影性を有する元素（重金属元素）を含む無機酸化物を微量含有していてもよ
い。
【００４３】
　本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物は、本発明の効果を損なわない限り、必要に
応じて、顔料や染料などの着色剤、消泡剤、レベリング剤、増粘剤、難燃剤、酸化防止剤
、硬化深度調整剤、紫外線吸収剤、改質用樹脂などの１種または２種以上を適量含有して
いてもよい。
【００４４】
　本発明では、人工歯の製造時に、一層分だけ上昇させた硬化樹脂層と造形容器の光透過
性の底面との間の空間部分に歯科用光硬化性樹脂組成物が円滑に流入し得るようにするた
めに、本発明で用いる歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度は、２５℃で測定したときに、２
０，０００ｍＰａ・s以下であることが好ましく、１５，０００ｍＰａ・ｓ以下であるこ
とがより好ましく、１０，０００ｍＰａ・s以下であることが更に好ましい。
　歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度は、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）の種類と組み合
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わせ、充填剤（Ｂ）の種類や平均粒径、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）と充填剤（Ｂ）
の配合割合などを選択することによって調整することができる。
【００４５】
　本発明では、（ａ）上記した液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を、光透過性の底面を有
する造形容器に収容し、造形容器内の歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性
の底面を透して、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライスデーター
に従って所定の形状パターンで光を照射して、所定の形状パターンを有する一層分の硬化
樹脂層を形成し、次いで（ｂ）前記（ａ）で形成した硬化樹脂層を一層分だけ上昇させて
当該硬化樹脂層の下面と造形容器の底面との間に空間部を形成し、当該空間部に液状の歯
科用光硬化性樹脂組成物を流入させ、硬化樹脂層の下面と造形容器の底面との間の当該歯
科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性の底面を透して、歯に関する三次元ＣＡ
Ｄデーターに基づく一層ごとのスライスデーターに従って所定の形状パターンで光を照射
して所定の形状パターンを有する一層分の硬化樹脂層を更に形成し、（ｃ）目的とする人
工歯が得られるまで前記（ｂ）の操作を繰り返す、という光造形工程を行って人工歯を製
造する。
【００４６】
　液状の光硬化性樹脂組成物を光透過性の底面を有する造形容器に収容し、容器の底部か
ら光を照射して立体造形物を製造する光学的立体造形法は、規制液面光造形法と称され、
既に知られている（特許文献６および７を参照）。
　しかし、規制液面光造形法を使用して人工歯を製造することは従来行われていない。そ
のような状況下において、「ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、充填剤（Ｂ）および光感
受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）を含有する液状の歯科用光硬化性樹脂組成物」という、一
般に光硬化感度のあまり高くない光硬化性樹脂組成物を用いて規制液面光造形法によって
人工歯を製造すると、審美性、硬度、強度、機能性、フィット感などに優れる人工歯が１
時間未満の短い光造形時間で簡単に且つ円滑に製造できることは知られておらず、本発明
者らが初めて見出したのである。
　本発明の方法を採用せずに、ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、充填剤（Ｂ）および光
感受性ラジカル重合開始剤（Ｃ）を含有する液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を造形容器
に収容し、従来から最も広く採用されている光造形方法にしたがって歯科用光硬化性樹脂
組成物の上部表面に光を照射して人工歯を製造する方法を行った場合には、人工歯を１時
間未満の短い時間で製造することはできない。
　かかる点から、規制液面光造形法を採用して人工歯を製造することによって奏される上
記した本発明の効果は全く予想外のことである。
　ラジカル重合性有機化合物（Ａ）、充填剤（Ｂ）および光感受性ラジカル重合開始剤（
Ｃ）を含有する液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて規制液面光造形法で人工歯を製
造すると、審美性、硬度、強度、機能性、フィット感などに優れる人工歯が極めて短い光
造形時間で製造できる理由は明確ではないが、硬化樹脂層の下面と造形容器の底面との間
の規制された空間に流入した液状の歯科用光硬化性樹脂組成物が、空気にさらされること
なく底面を透して照射された光によって硬化するため、酸素による硬化阻害が生じず、光
硬化が速やかに且つ確実に行われるためであると推測される。
【００４７】
　液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を収容する造形容器では、底面の全体が光透過性材料
から形成されていてもよいし、または底面の周縁部分は光を透さない材料から形成され且
つ当該周縁部分に包囲された部分（中央部分）が光透過性材料から形成されていてもよく
、それぞれの造形容器で製造する人工歯の最大サイズ、それに伴う造形容器の底面を透し
て照射する光の最大面積などに応じて、底面における光透過性部分の面積を決めることが
できる。
　造形容器の光透過性の底面を形成する材料としては、例えば、透明なガラス、透明なプ
ラスチックなどを用いることができる。
【００４８】
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　造形容器の光透過性の底面を透して照射する光としては、波長が３００～４５０ｎｍの
紫外線および可視光線が好ましく用いられる。その際の光源としては、レーザー光（例え
ば、紫外線を発生する半導体励起固体レーザー、Ａｒレーザー、Ｈｅ－Ｃｄレーザー、紫
外線ＬＥＤレーザー（発光ダイオード）、波長が３８０～４５０ｎｍの光を発射するＬＥ
Ｄレーザー、高圧水銀ランプ、超高圧水銀ランプ、低圧水銀ランプ、キセノンランプ、ハ
ロゲンランプ、メタルハライドランプ、紫外線ＬＥＤランプ、紫外線蛍光灯などを使用す
ることができる。これらのうちで、４００ｎｍ前後（一般に３８０～４１０ｎｍ程度）の
波長の光を発射するＬＥＤレーザーまたはＬＥＤランプが装置の簡便性、経済性、保守性
などから特に好ましく用いられる。
【００４９】
　造形容器に収容した光硬化性樹脂組成物にその上部表面から光を照射して立体造形物を
製造する従来から汎用されている方法では、通常、波長３００～３７０ｎｍの紫外線レー
ザー光を照射して光造形が行われており、波長３００～３７０ｎｍの紫外線レーザー光を
発射する光源は一般に高価である。
　それに対して、本発明では、前記したように、それよりもエネルギー強度の低い，波長
が３８０～４５０ｎｍの光（可視光領域の光）の照射によっても、審美性、硬度、強度、
機能性、フィット感などに優れる人工歯を極めて短い時間で円滑に製造することができ、
波長が３８０～４５０ｎｍの光（可視光領域の光）を発射する光源は、３００～３７０ｎ
ｍの紫外線レーザー光を発射する光源に比べて、安価で、入手が容易である。
【００５０】
　造形容器に収容した液状の歯科用光硬化性樹脂組成物に、造形容器の光透過性の底面を
透して光を照射して各硬化樹脂層を形成するに当たっては、レーザー光などのような点状
に絞られた光線を造形容器の光透過性の底面を透して歯科用光硬化性樹脂組成物に照射し
て線描方式で硬化樹脂層を形成する方式を採用してもよいし、または液晶シャッターまた
はデジタルマイクロミラーシャッター（ＤＭＤ）などのような微小光シャッターを複数配
列して形成した面状描画マスクを通った光を造形容器の光透過性の底面を透して歯科用光
硬化性樹脂組成物の面状に照射して硬化樹脂層を形成させる方式を採用してもよい。
【００５１】
　本発明の方法によって、本歯を入れるまでの短い間だけ用いる仮歯としての人工歯（差
し歯用の仮歯、部分入れ歯用の仮歯、総入れ歯用の仮歯）、本歯として用いる人工歯（差
し歯用の本歯、部分入れ歯用の本歯、総入れ歯用の本歯）、歯学生のトレーニング用の義
歯などを、短い時間で、簡単に且つ円滑に製造することができる。
【実施例】
【００５２】
　以下に本発明を実施例などによって具体的に説明するが、本発明は実施例に何ら限定さ
れるものではない。
【００５３】
《実施例１》
（１）　２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート１モルと２－ヒドロキ
シエチルメタクリレート２モルとの反応により得られた、式「ＣＨ2＝Ｃ(ＣＨ3)－ＣＯ－
Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ－［ＣＨ2Ｃ（ＣＨ3）2ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2ＣＨ2

］－ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ－Ｃ０－(ＣＨ3)Ｃ＝ＣＨ2」で表されるウレタンジ
メタクリレート（新中村化学工業株式会社製「Ｕ－２ＴＨ」）４８ｇ、トリエチレングリ
コールジメタクリレート（新中村化学工業株式会社製「ＮＫ－３Ｇ」）１２ｇおよび２，
４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキシド（ＢＡＳＦ社製「Ｌ
ｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ」、光感受性ラジカル重合開始剤）０．６ｇを混合し、攪拌して光
硬化性樹脂を調製し、これにメタクリルシラン処理シリカ粉末（アドマテックス社製「ア
ドマファインＳＯ－Ｃ１」、平均粒径０．２５μｍ）３３．６ｇを混合して、液状の歯科
用光硬化性樹脂組成物を調製した。
　これにより得られた歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度をＢ型粘度計（ＢＲＯＯＫＦＩＥ
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ＬＤ社製「ＤＶ－Ｅ」）を使用して２５℃で測定したところ、１３６０ｍＰａ・ｓであっ
た。
（２）　上記（１）で得られた歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、造形容器の光透過性
の底面を透して光を底部側から線描方式で照射する形式の規制液面光造形装置（ディーダ
ブルエス　エス・アール・エル社製「ＤｉｇｉｔａｌＷａｘ ０２９Ｄ」）を使用して、
レーザー出力３０ｍＷ、波長４０５ｎｍ、ビーム径０．０２ｍｍ、レーザー操作速度４，
６００ｍｍ／ｓｅｃで、一層厚み０．０５ｍｍで、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基
づく一層ごとのスライスデーターに従って光造形を行って、図１の写真に示す高さ１３．
１ｍｍの４本分の本歯用の人工歯を４０分で製造した（なお、図１の写真では、天地を造
形時と同じにしてある）。
（３）　上記（２）で得られた人工歯からサポート部を削除して除き、エタノールで洗浄
し、後露光機（ディーダブルエス　エス・アール・エル社製の後露光機「ＵＶ curing un
it Ｓ２」）を使用して２０分間後露光した後、表面を簡単に研磨して艶出しを行って、
図２の写真（図２の写真は図１と天地を反対にしてある）に示す人工歯を製造し、この人
工を患者に本歯として使用した。
（４）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、上記（２）で
用いた規制液面光造形装置（ＤｉｇｉｔａｌＷａｘ ０２９Ｄ）を使用して、上記（２）
におけるのと同じ条件下で、ＪＩＳ　Ｋ６２５１に従った引張特性および曲げ特性の測定
用ダンベルおよびバーを作製して、島津製作所製の測定装置（ＡｕｔｏＧｒａｐｈ　ＡＧ
－ＸＰｌｕｓ）を使用してＪＩＳ　Ｋ６２５１に従って引張特性および曲げ特性を測定し
た。
　また、表面硬度は高分子計器株式会社製アスカーＤ型を用いてショアＤ硬度として測定
しし、吸水率はＪＩＳ　７２０９（ＩＳＯ　６２）に従って測定した。
　結果を以下の表１に示す。
　表１から明らかなように、この（４）で得られた立体造形物は、表面硬度、曲げ強さで
表される機械的強度は、実用上、充分な物性を有している。また、吸水率も充分低いもの
であった。
【００５４】
《実施例２》
（１）　２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート１モルと２－ヒドロキ
シエチルメタクリレート２モルとの反応により得られた、式「ＣＨ2＝Ｃ(ＣＨ3)－ＣＯ－
Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ－［ＣＨ2Ｃ（ＣＨ3）2ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2ＣＨ2

］－ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ－Ｃ０－(ＣＨ3)Ｃ＝ＣＨ2」で表されるウレタンジ
メタクリレート（新中村化学工業株式会社製「Ｕ－２ＴＨ」）４８ｇ、トリエチレングリ
コールジメタクリレート（新中村化学工業株式会社製「ＮＫ－３Ｇ」）１２ｇ、２，４，
６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキシド（ＢＡＳＦ社製「Ｌｕｃ
ｉｒｉｎ　ＴＰＯ」、光感受性ラジカル重合開始剤）０．６ｇおよび着色剤（ＬＡＮＸＥ
ＳＳ社製「Ｍａｃｒｏｌｅｘ Ｏｒａｎｇｅ　３Ｇ」）０．００１ｇを混合し、攪拌して
光硬化性樹脂を調製し、これにメタクリルシラン処理シリカ粉末（アドマテックス社製「
アドマファインＳＯ－Ｃ１」、平均粒径０．２５μｍ）３３．６ｇおよび球状ガラス粉末
（Ｐｏｔｔｅｒｓ社製「Ｓｐｈｅｒｉｇｌａｓｓ７０１０」）９．４ｇを混合して、液状
の歯科用光硬化性樹脂組成物を調製した。
　これにより得られた歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度をＢ型粘度計（ＢＲＯＯＫＦＩＥ
ＬＤ社製「ＤＶ－Ｅ」）を使用して２５℃で測定したところ、１４００ｍＰａ・ｓであっ
た。
（２）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、実施例１の（
２）で使用したのと同じ規制液面光造形装置を使用して、実施例１の（２）と同じ条件下
で光造形を行って、図１の写真に示す高さ１３．１ｍｍの３本分の本歯用の人工歯を３５
分で製造した。
（３）　上記（２）で得られた人工歯からサポート部を削除して除き、エタノールで洗浄
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し、実施例１の（３）で使用したのと同じ後露光機を使用して２０分間後露光した後、表
面を簡単に研磨して艶出しを行って、Ａ１クラスの色調を有する人工歯を製造し、この人
工を患者に本歯として使用した。
（４）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、実施例１の（
４）に置けるのと同様にして立体造形物を製造して、実施例１の（４）と同様にして各種
物性を測定したところ、下記の表１に示すとおりであった。
【００５５】
《実施例３》
（１）　２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート１モルと２－ヒドロキ
シエチルメタクリレート２モルとの反応により得られた、式「ＣＨ2＝Ｃ(ＣＨ3)－ＣＯ－
Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ－［ＣＨ2Ｃ（ＣＨ3）2ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2ＣＨ2

］－ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ－Ｃ０－(ＣＨ3)Ｃ＝ＣＨ2」で表されるウレタンジ
メタクリレート（新中村化学工業株式会社製「Ｕ－２ＴＨ」）４８ｇ、トリエチレングリ
コールジメタクリレート（新中村化学工業株式会社製「ＮＫ－３Ｇ」）１２ｇおよび２，
４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキシド（ＢＡＳＦ社製「Ｌ
ｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ」、光感受性ラジカル重合開始剤）０．６ｇを混合し、攪拌して光
硬化性樹脂を調製し、これにメタクリルシラン処理シリカ粉末（アドマテックス社製「ア
ドマファインＳＯ－Ｃ１」、平均粒径０．２５μｍ）２２．４ｇおよびメタクリルシラン
処理アルミナ粉末（アドマテックス社製「アドマファインＡＯ－５０２」、平均粒径０．
７μｍ）１１．２ｇを混合して、液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を調製した。
　これにより得られた歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度をＢ型粘度計（ＢＲＯＯＫＦＩＥ
ＬＤ社製「ＤＶ－Ｅ」）を使用して２５℃で測定したところ、１４００ｍＰａ・ｓであっ
た。
（２）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、実施例１の（
２）で使用したのと同じ規制液面光造形装置を使用して、実施例１の（２）と同じ条件下
で光造形を行って、図１の写真に示す高さ１３．１ｍｍの３本分の本歯用の人工歯を３５
分で製造した。
（３）　上記（２）で得られた人工歯からサポート部を削除して除き、エタノールで洗浄
し、実施例１の（３）で使用したのと同じ後露光機を使用して２０分間後露光した後、表
面を簡単に研磨して艶出しを行って、この人工を患者に本歯として使用した。
（４）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、実施例１の（
４）に置けるのと同様にして立体造形物を製造して、実施例１の（４）と同様にして各種
物性を測定したところ、下記の表１に示すとおりであった。
【００５６】
《比較例１》
（１）　実施例１の（１）と同じ操作を行って、実施例１の（１）におけるのと同じ液状
の歯科用光硬化性樹脂組成物を調製した。
（２）　上記（１）で得られた歯科用光硬化性樹脂組成物を、光硬化性樹脂組成物の上部
表面から光を照射する方式の光学的立体造形装置（シーメット株式会社製「ＲＭ－３００
０」）の造形容器に収容し、レーザー出力２００ｍＷ、波長３５５ｎｍ、ビーム径０．２
ｍｍ、レーザー操作速度３０００ｍｍ／ｓｅｃで、一層厚み０．０５ｍｍで、歯に関する
三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライスデーターに従って光造形を行って、高
さ１３．１ｍｍの４本分の本歯用の人工歯の作製を試みたが、自由液面法を用いているこ
の装置では光硬化液面が常に酸素（空気）に触れているため酸素による硬化阻害が起こり
光硬化性樹脂組成物の硬化が十分に行われず、形状の作成は可能であったが表面が未硬化
で“べとつき”があり、実用的な人工歯を製造することができなかった。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
　上記の表１の結果にみるように、実施例１～３で得られた人工歯は、十分な表面硬度、
引張強度、引張弾性率、曲げ強度および曲げ弾性率を有し、しかも吸水率が低く、人工歯
（本歯）として有効に使用することができる。
　それに対して、比較例１の結果にみるように、実施例１と同じ組成の歯科用光硬化性樹
脂組成物を用いた場合であっても、従来から最も広く採用されている光造形方法にしたが
って歯科用光硬化性樹脂組成物の上部表面に光を照射して人工歯を製造した場合には、実
用性のある人工歯を短い光造形時間で製造することができなかった。
【００５９】
《実施例４》
（１）　２，２－ビス〔４－（３－（メタ）アクリロイルオキシ）－２－ヒドロキシプロ
ポキシフェニル〕プロパン（新中村化学工業株式会社製「ＥＭＡ－１００」）４０ｇ、ト
リエチレングリコールジメタクリレート（新中村化学工業株式会社製「ＮＫ－３Ｇ」）２
７ｇおよび２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキシド（Ｂ
ＡＳＦ社製「Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ」、光感受性ラジカル重合開始剤）０．６ｇを混合
し、攪拌して光硬化性樹脂を調製し、これにメタクリルシラン処理シリカ粉末（アドマテ
ックス社製「アドマファインＳＯ－Ｃ１」、平均粒径０．２５μｍ）３３ｇを混合して、
液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を調製した。
　これにより得られた歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度をＢ型粘度計（ＢＲＯＯＫＦＩＥ
ＬＤ社製「ＤＶ－Ｅ」）を使用して２５℃で測定したところ、１４６０ｍＰａ・ｓであっ
た。
（２）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、実施例１の（
２）で使用したのと同じ規制液面光造形装置を使用して、実施例１の（２）と同じ条件下
で光造形を行って、高さ１３．１ｍｍの４本分の仮歯用の人工歯を４０分で製造した。
（３）　上記（２）で得られた人工歯からサポート部を削除して除き、エタノールで洗浄
し、実施例１の（３）で使用したのと同じ後露光機を使用して２０分間後露光した後、表
面を簡単に研磨して艶出しを行って、人工歯を製造し、この人工を患者に仮歯として使用
した。
【００６０】
《実施例５》
（１）　２，２－ビス〔４－（３－（メタ）アクリロイルオキシ）－２－ヒドロキシプロ
ポキシフェニル〕プロパン（新中村化学工業株式会社製「ＥＭＡ－１００」）６０ｇ、ト
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リエチレングリコールジメタクリレート（新中村化学工業株式会社製「ＮＫ－３Ｇ」）４
０ｇおよび２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキシド（Ｂ
ＡＳＦ社製「Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ」、光感受性ラジカル重合開始剤）１．０ｇを混合
し、攪拌して光硬化性樹脂を調製し、これにメタクリルシラン処理シリカ粉末（アドマテ
ックス社製「アドマファインＳＯ－Ｃ１」、平均粒径０．２５μｍ）３０ｇおよびメタク
リルシラン処理アルミナ粉末（アドマテックス社製「アドマファインＡＯ－５０２」、平
均粒径０．７μｍ）５ｇを混合して、液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を調製した。
　これにより得られた歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度をＢ型粘度計（ＢＲＯＯＫＦＩＥ
ＬＤ社製「ＤＶ－Ｅ」）を使用して２５℃で測定したところ、１４６０ｍＰａ・ｓであっ
た。
（２）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、実施例１の（
２）で使用したのと同じ規制液面光造形装置を使用して、実施例１の（２）と同じ条件下
で光造形を行って、高さ１３．１ｍｍの４本分の仮歯用の人工歯を４０分で製造した。
（３）　上記（２）で得られた人工歯からサポート部を削除して除き、エタノールで洗浄
し、実施例１の（３）で使用したのと同じ後露光機を使用して２０分間後露光した後、表
面を簡単に研磨して艶出しを行って、人工歯を製造し、この人工を患者に仮歯として使用
した。
【００６１】
《実施例６》
（１）　２，２－ビス〔４－（３－（メタ）アクリロイルオキシ）－２－ヒドロキシプロ
ポキシフェニル〕プロパン（新中村化学工業株式会社製「ＥＭＡ－１００」）４０ｇ、ト
リエチレングリコールジメタクリレート（新中村化学工業株式会社製「ＮＫ－３Ｇ」）２
７ｇおよび２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキシド（Ｂ
ＡＳＦ社製「Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ」、光感受性ラジカル重合開始剤）０．６ｇを混合
し、攪拌して光硬化性樹脂を調製し、これにメタクリルシラン処理シリカ粉末（アドマテ
ックス社製「アドマファインＳＯ－Ｃ１」、平均粒径０．２５μｍ）３３ｇを混合して、
液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を調製した。
　これにより得られた歯科用光硬化性樹脂組成物の粘度をＢ型粘度計（ＢＲＯＯＫＦＩＥ
ＬＤ社製「ＤＶ－Ｅ」）を使用して２５℃で測定したところ、１４６０ｍＰａ・ｓであっ
た。
（２）　上記（１）で得られた液状の歯科用光硬化性樹脂組成物を用いて、造形容器の光
透過性の底面を透してＬＥＤランプからの光を底部側から面状に照射するＤＭＤ形式の規
制液面光造形装置（ディーダブルエス　エス・アール・エル社製「ＤｉｇｉｔａｌＷａｘ
 ００９Ｊ」）を使用して、波長４０５ｎｍ、一層厚み０．０５ｍｍ，一層の光照射時間
７秒で、歯に関する三次元ＣＡＤデーターに基づく一層ごとのスライスデーターに従って
光造形を行って、高さ１３．１ｍｍの４本分の仮歯用の人工歯を４０分で製造した。
（３）　上記（２）で得られた人工歯からサポート部を削除して除き、エタノールで洗浄
し、実施例１の（３）で使用したのと同じ後露光機を使用して２０分間後露光した後、表
面を簡単に研磨して艶出しを行って、人工歯を製造し、この人工を患者に仮歯として使用
した。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明の方法で人工歯を製造することによって、審美性、硬度、強度、機能性、フィッ
ト感などに優れる人工歯を、熟練を要することなく、短い時間で簡単に且つ円滑に製造す
ることができる。
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